
 
報道資料  

 
マニフェスト(くまもと再生４カ年計画)の進捗状況について 

  

  知事就任以来、大きな可能性を秘めた熊本を「躍動し、飛躍する県」へと導いてい
 くため、全力で県政運営を進めて参りました。 
  この度、マニフェストに記載した内容についての取組状況をとりまとめましたので、 
 ご報告いたします。 
  今後も、「くまもとの夢」（「生まれてよかった、住んでよかった、これからもずっ 
 と住み続けたい」と思える熊本の実現）の実現を目指し、県民の総幸福量を最大化す
 るよう、努めて参ります。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 
                          平成２２年６月 
                                                   熊本県知事 蒲島郁夫 

 
 
１ マニフェストの進捗状況（93項目の内訳） ～平成22年3月末現在～  
 
 
  ①「完了」 ８項目  （ 平成21年9月末比 増減なし ） 
 
  ○月給１００万円カット 
  ○知事の退職金の起算停止 
  ○現行の定員削減計画の前倒し 
  ○全職員の人件費の削減等 
  ○「ドクターバンク」の立ち上げ 
  ○小児救急電話相談(#8000)の時間延長 
  ○県のグランドデザインの策定着手 
  ○くまもと未来会議(熊本県戦略会議)の設置 
 
  ②「実施中」 ８１項目   （ 平成21年9月末比 ２増 [検討中から２] ) 
 
  ○「財政再建戦略」の策定等 
  ○川辺川ダム問題に関する態度表明 
  ○水俣病問題の政治決着等 
 
【 H21.10～H22.3 の間に「検討中」から「実施中」になったもの】 
  ◎一人親家庭のための安価な賃貸住宅の大幅増 
  ◎くまもと政令市の誕生に併せた県の役割見直し等 
 
  ③「検討中」 ３項目   （ 平成21年9月末比 ２減 ） 
 
  ○県農業大学校の県立大学農学部への昇格 
○東アジア諸国を巻き込んだ「東アジア環境サミット」の発足・誘致 
  ○県立大学の熊本駅前サテライト・キャンパスの設置等 
 
  ④「実施せず（実施困難）」 １項目   （平成21年9月末比  増減なし） 
 
    ○郵便局ネットワークの堅持 
                                     

（ 裏面あり ） 



 
   ○ 進捗状況一覧表                                                             

区    分   完了   実施   検討   実施せず    計 
Ⅰ 目覚めよ熊本 今すぐ取り組む緊急課題    ４   １９    ０    ０   ２３

１ 行財政改革     4    15     0     0    19 
２ 川辺川ダム問題     0     1     0     0     1 

 

３ 水俣病問題     0     3     0     0     3 
Ⅱ 県民総参加で「一歩、前へ」    ２   ４８    ２    １   ５３
４「稼げる」県     0    19     1     0    20 
５ 長寿を恐れない社会     0     2     0     0     2 
６ 教育者知事     0     4     0     0     4 

 

７「住みやすさ日本一」     2    23     1     1    27 
Ⅲ くまもとの夢は実現できる    ２   １４    １    ０   １７
８ 熊本市の政令市化推進     1     4     1     0     6 
９ 品格あるくまもと     0     6     0     0     6 
10 道州制～州都を目指す     1     1     0     0     2 

 

11 政治姿勢     0     3     0     0     3 

 

合  計    ８   ８１    ３    １   ９３
 
 
２ 公表資料について  
 
 マニフェストの進捗状況については、「蒲島郁夫ホームページ」(http://www.geocities.  

jp/kabadream/kabamani.html）に掲載しています。 
                                    


